
夫婦の老後にどれだけお金がかかるの？

平成２５年の簡易生命表によりますと、０歳児の平均寿命は男性 80.21歳、女性 86.61歳

ですが、６５歳の平均余命でみますと男性 84.08歳、女性 88.97歳となります。この年齢は

あくまでも平均なので、もっと長く生きる人もたくさんいます。

（統計の平均値で見る家計収支）

ここで高齢世帯の家計収支を見てみましょう。総務省の家計調査によりますと、６５歳以

上の高齢夫婦の無職世帯では、生活費が月額約２７．２万円（税・社会保険料込み）かかり

ます。年金などの実収入は月額約２１．５万円ですので、月額約５．８万円の不足分はそれ

までの貯蓄を取り崩していることになります（図表１参照）。

高齢の単身無職世帯で見ますと、生活費が月額約１５．７万円（税・社会保険料込み）、

実収入は約１２．３万円ですので、月額約３．４万円が不足します（図表１参照）。

老後生活を迎えるにあたり、上記データにより生活費の不足額をラフに試算してみまし

ょう。６５歳から２５年間の不足額累計を計算します。２５年間としたのは、医療の進歩で

平均余命は延びる傾向にありますので、９０歳くらいまで生きることを目安にします。累計

では夫婦世帯で約１７４０万円、単身世帯で約１０２０万円の不足が生じます。データで見

る限り、生活費だけでもこれだけの貯蓄が必要であることを意味します。

（老後のお金の見積もり方法）

ここまで高齢世帯の家計収支をザックリと見てきましたが、ここで家計支出に絞り込ん

で「夫婦の老後生活にかかるお金」の見積もり計算のやり方を説明します。



一般的には、夫婦の平均余命を基準として老後資金を試算します。ここでは、夫、妻とも

に６５歳の２人世帯で考えてみましょう（図表２参照）。

夫６５歳の平均余命１９年より、夫婦で過ごす期間を１９年間として求めます。次に、夫

死亡時に妻の年齢欄（ここでは８４歳）の平均余命が９年となっていますので、妻が１人で

過ごす期間を９年間として求めます。このように２期間に分けたのは、どちらか１人になっ

たときの生活費は、２人のときの７割に見積もって計算するためです。税金や各種保険料、

さらに水道光熱費など基本料金のある支出は、１人になったからといって半減するもので

はないからです。

夫婦２人で過ごす期間の支出（食費、水道光熱費など基本生活費のほか税・社会保険料も

含む）を月額２７万円、妻１人の期間は２人期間の７割で月額１９万円としますと、「夫婦

の老後生活にかかるお金」は約８２００万円となります。

（その他にかかってくるお金のあれこれ）

ここで注意をしたいのが、ここまで計算してきたお金は生活費に注目した試算です。これ

には住まいの建て替えやリフォーム費用、車の買い替え費用などの一時的な支出は含めて

いません。この他にも、介護期を見越して、ケア付き有料老人ホームなどの入居費や月々の

費用（生活費の上乗せ部分）を見込んでおく人や、子どもの結婚資金援助を考えている人も

いるでしょう。

それぞれの実情に応じて上乗せをすることになります。


